
地区の概要
当地区は、宮城県のほぼ中央、日本

三景松島湾の一部千賀の浦周辺に位
置する特定第３種漁港であり、近接する
三陸沖の好漁場を有しており特に生鮮
マグロの水揚げ基地として全国的に知
られている。

事業内容
・主な事業量：東防波堤（改良）

L=1,178.9ｍ
•事業費 ： 6,781百万円
•事業主体 ： 宮城県
•事業期間 ： 令和2年度～令和10年度

塩釜地区（宮城県塩竈市） 特定漁港漁場整備事業計画

事業の目的
本漁港の位置する、青森県から宮城県にかけての太平洋沖合では、1896年の明治三陸地震(Ｍ8.2)、1933年の三陸地震(Ｍ

8.1)、1968年の十勝沖地震(Ｍ7.9)などのＭ８クラスの巨大地震が繰り返し発生してきた。また、2011年３月11日に発生した東北地
方太平洋沖地震(Ｍ9.0)では、巨大な津波により未曾有の被害が発生した。
一方、塩釜漁港は全国でも有数の生鮮マグロの水揚基地であり、地域の防災拠点としての役割を担う重要な漁港である。

このため、災害時における漁港施設の被害防止とともに、漁港の流通機能の確保を目的に、主要な防波堤の地震・津波対策を
行う。
これらの防波堤の改良により、地震等の発生後も主要岸壁前面の静穏度が確保され、全国有数の塩釜市魚市場への安定的

な陸揚げが可能となる。
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国土地理院ウェブサイト航空写真を加工して作成

東防波堤（改良） L=1,178.9ｍ

防波堤を越流した津波により
浸水した荷さばき所
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